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本プロジェクトでは、ゲリラ豪雨と線状対流系豪雨に対して、強度や

頻度を抑制するための研究開発に取り組みます。数値気象モデル・現地

観測・室内実験をベースとして、豪雨発生の根っこを弱めるための複数

種類の工学的手法を開発します。さらに、それらを多時点・多段階に実

行し、かつ、豪雨制御による影響評価と社会受容性を考慮したリアルタ

イム制御システムを構築します。2050 年には、人が自然の懐に住んで

いるという意識が浸透し、豪雨制御技術が自然と親和する未来社会の形

成に貢献することを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０３２年のマイルストーン 
複数の操作手法を併用することでより効果的に豪雨を抑制できるこ

とを示し、小規模な屋外実験で得られた知見をフィードバックさせた制

御手法を構築することで、具体的な運用パッケージ例を提示します。減

災効果をベースとした社会的価値のある制御の目的関数を設定します。 

２０２７年のマイルストーン 
運用が可能で経済合理性のある現実的な操作によって豪雨を抑制で

きることを数値シミュレーションによって示します。減災効果を定量的

に示し、減災に必要となる制御の目的関数を設定します。小規模屋外実

験の準備を開始します。 
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